
2ノード 2ルーム展開用のインストール前
チェックリスト

• 2ノード 2ルームのネットワークトポロジ（1ページ）

2ノード 2ルームのネットワークトポロジ

2ノード 2ルームの使用例
HyperFlex Edgeは、ワークロードの要件に応じて、多くの柔軟な導入オプションを提供してい
ます。標準のトポロジについては、シングルスイッチ、デュアルスイッチ、1GE、10GE、お
よび 25GEオプションがあり、2ノードネットワークトポロジの選択および3ノードまたは 4
ノードのネットワークトポロジの選択で説明されています。一部の設計では、建物またはキャ

ンパス内の 2つの部屋に「引き延ばされた」2ノードクラスタを配置する必要があります。こ
のタイプのネットワークトポロジは、完全なHyperFlexストレッチクラスタ導入と区別するた
めに、2ノード 2ルーム設計とも呼ばれます。

この設計は、クラスタの可用性と特定の障害シナリオを許容する能力を高めるために選択され

ることがあります。シスコでは現在、このタイプのトポロジの導入を推奨しておらず、同じ

ラック内に置かれる、適切に設計された2ノードクラスタを推奨しています。次に、このトポ
ロジがシスコ推奨のベストプラクティスと見なされない理由をいくつか示します。

•電源障害の問題は、信頼性の高い電源と無停電電源（UPS）を使用すれば緩和できます。

•この設計では、より多くのシングルポイント障害が発生します。オーバーサブスクライブ
の可能性があり、適切な QoSの実装を必要とする、スイッチ間リンクを備えた追加のス
イッチングインフラストラクチャが必要だからです。

•アップグレード手順が複雑になるため、すべてのコンポーネントをエンドツーエンドで
アップグレードするように慎重に計画する必要があります。

• HyperFlexストレッチクラスタと同じレベルのミッションクリティカルなアプリケーショ
ンの可用性を提供できません（詳細については、 Cisco HyperFlex Systems Stretched Cluster
Guide、Release 4.5を参照してください）。HyperFlex Edgeは Edgeワークロードを実行す
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るように設計されており、同じパフォーマンス、データ復元力、および可用性の保証を提

供しません。ミッションクリティカルなアプリケーションを実行するときには、適切なス

トレッチクラスタを展開してください。

• 10GEエンドツーエンド、最大 1.5ms RTT、および Intersightまたはローカル監視への独立
したネットワークパスの要件があります（以下に詳細を記載します）

•本来はシンプルな設計の、全体的な複雑さが高くなります

2ノード 2ルームトポロジでは、本来は単純な手段（たとえば、デュアル冗長スイッチ、冗長
電源/UPSなど）で軽減できるはずの、不要な複雑さが環境に追加されるため、意図せずに可
用性が低下する可能性があります。

これらのベストプラクティスの推奨事項はありますが、このトポロジを選択して HyperFlex
Edgeを展開することは可能であり、完全にサポートされています。この章の残りの部分では、
このようなトポロジを展開するためのさまざまな要件と詳細について説明します。

2ノード2ルームトポロジは、2つのコンバージドノードを超えて拡張することはできません。
以前の章で説明したように、他の 10GE+トポロジは、より大きなクラスタに拡張できます。
将来クラスタの拡張が必要になる可能性がある場合は、このトポロジを展開しないでくださ

い。

（注）

2ノード 2ルームの要件
2ノード 2ルームの展開を計画する場合は、次の要件を満たす必要があります。

•ネットワーキング速度は、エンドツーエンドで 10 / 25GE以上である必要があります。こ
れは、すべてのサーバがネイティブ 10 / 25GEを使用してトップオブラック（ToR）ス
イッチに接続し、すべてのスイッチが少なくとも 1つの 10GEインターフェイスで相互接
続される必要があることを意味します。

•ラウンドトリップ時間（RTT）とは、トラフィックが両方向に移動するのにかかる時間で
すが、これは各サーバルーム間で 1.5msを超えてはなりません。このしきい値を超える
と、ストレージクラスタのパフォーマンスが大幅に低下します。最適化されたローカル読

み取り用のサイト親和性を備えた HyperFlexストレッチクラスタとは異なり、2ノード 2
ルーム設計のすべての読み取りと書き込みはスイッチ間リンク（ISL）を通過するので、
パフォーマンスはネットワーク遅延に直接比例します。これらの理由から、このトポロジ

はキャンパスの距離を超えて使用しないでください（例：1 km未満）。

•他のバックグラウンドトラフィックが ISLを飽和させ、ストレージのパフォーマンスに影
響を与えないように、ストレージデータネットワークには最低限の Quality of Service
（QoS）を実装する必要があります。付録には、Catalyst 9300スイッチのサンプル QoS設
定が含まれています。

•両方のルームには、クラスタ監視として機能する Intersight（SaaSまたはアプライアンス）
への独立したネットワークパスが必要です。独立したパスがないと、どちらの部屋で損失
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が生じた場合でも、許容できない問題になります。たとえば、ルーム ＃1 とルーム ＃2 の
インターネット接続がルーム ＃1 から提供されている場合、ルーム ＃1 に障害が発生する
と、ルーム ＃2 のインターネットは動作できなくなります。このような厳格な要件がある
ため、一部の環境では 2ノード 2ルーム設計を使用できません。

•ローカル監視は、設計で使用することもできます。この場合、同じ原則が適用されます。
ローカルの監視サーバに到達できるようにするには、両方のルームが互いに依存しない独

立したパスを持つ必要があります。

• HyperFlex Edge 2ノード 2ルームトポロジは、HyperFlex Data Platform（HXDP）リリース
4.5（1a）で導入されたもので、それ以降でサポートされています。

2ノード 2ルームのネットワークトポロジの選択
開始するには、以下の使用可能なネットワークトポロジのいずれかを選択します。トポロジ

は、シスコの推奨事項に基づいて優先順位順に表示されます。

• 10または 25ギガビットイーサネットトポロジ（3ページ）

•ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットスタックスイッチ（6
ページ）

•ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットシングルスイッチ（9
ページ）

物理ネットワークとケーブルのセクションが完了したら、ネットワークの共通要件チェックリ

ストに進みます。

10または 25ギガビットイーサネットトポロジ

10または 25ギガビットイーサネットトポロジ

クロス接続の 10または 25ギガビットイーサネット (GE)スイッチトポロジは、ルーム、ス
イッチ、リンクおよびポートの障害から保護する、フル冗長型のデザインを提供します。各

ルームに 1つの 10/25GEスイッチが必要です。

このトポロジでは、各サーバが両方のルームに直接クロス接続されます。これにより、専用リ

ンクが提供され、スイッチ間リンク（ISL）へのオーバーサブスクリプションが防止されます。
このトポロジでは、サーバリンクの障害発生時に高帯域幅を処理するために、各ルーム間に最

低 10GE ISLが必要です。

10/25GEクロス接続トポロジ用物理ネットワークとケーブル接続

それぞれのルームには、VLAN機能を備えたマネージド10GEスイッチが必要です。Ciscoは、
Catalystおよび Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、
提供します。これらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円

滑な展開とシームレスな継続的運用が可能になります。

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト
3

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト

2ノード 2ルームのネットワークトポロジの選択

b-hx-edge-deployment-guide-5-0_chapter3.pdf#nameddest=unique_12
b-hx-edge-deployment-guide-5-0_chapter3.pdf#nameddest=unique_12


それぞれのルームには、1つのスイッチ、および 2つの 10/25GEポート、1つの 1GEポート
（CIMC管理用）、およびサーバごとに 1つの Cisco VIC 1457が必要です。冗長性は、ルーム
レベルで提供されます。いずれかのルームの損失および小規模な障害（スイッチ障害、リンク

障害、ポート障害など）を許容できます。

10/25GEクロス接続トポロジの要件

展開を開始する前に、両方のルームで次の要件を満たす必要があります。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2本
のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• Cisco VIC 1457 (各サーバのMLOMスロットに取り付けられている)

•旧世代の Cisco VICハードウェアは、2ノードの HX Edgeクラスタではサポートされてい
ません。

• 4個の 10/25GE ToRスイッチポートおよび 4本の 10/25GE SFP +または SFP28ケーブル
(お客様が提供。選択したケーブルがスイッチモデルと互換性があることを確認します。)

• Cisco VIC 1457は、10GEまたは 25GEのインターフェイス速度をサポートします。

• Cisco VIC 1457は、40GEのインターフェイス速度をサポートしていません。

25GEを使用する HX Edgeクラスタの要件

25GEモードを使用するには、通常、選択したケーブルのタイプと長さに応じて、前方誤り訂
正 (FEC)を使用する必要があります。デフォルトでは、VIC 1400シリーズは CL91 FECモード
で設定されます (Cisco IMC UIで使用可能な場合、FECモード「auto」は CL91と同じです)。
自動 FECネゴシエーションはサポートされません。特定のスイッチでリンクステートをアッ
プにするには、この FECモードに合わせて手動で設定する必要があります。リンクをアップ
にするには、スイッチと VICポートの両方で FECモードが一致している必要があります。使
用中のスイッチがCL91をサポートしていない場合、スイッチで使用可能なFECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用するように設定できます。これには、[VIC設定 (VIC
configuration)]タブの [CIMC UI]で、手動で FECモードを変更する必要があります。HyperFlex
Edgeの展開は、スイッチと VICポートからリンクステートがアップになったと報告されるま
で、開始しないでください。CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも呼ばれ、CL91は RS-FEC
(リードソロモン)とも呼ばれています。Cisco IMC GUIを使用してVICで設定されている FEC
モードを変更する方法については、Cisco UCS Cシリーズ統合管理コントローラ、リリース 4.1
GUIコンフィギュレーションガイドを参照してください。

（注）
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10/25ギガビットイーサネットクロス接続の物理的なケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバの 1GE管理ポート（サーバの背面に
ある「M」というラベルが付いた）をローカルスイッチに接続します。

•各サーバの Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 1つを、ルーム 1の同一の ToRス
イッチに接続します。

•同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

同じVICポート番号を使用しない場合、サーバ間のトラフィック
に対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に帯
域幅が消費されます。

（注）

•各サーバの Cisco VICの 2番目の 10/25GEポートを、ルーム 2の ToRスイッチに接続しま
す。

•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。

•各スイッチに、Intersightまたはローカル監視サーバへの独立したネットワークパスがある
ことを確認します。
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2ノード 2ルームクロス接続

ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットスタックスイッチ

ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットスタックスイッチ

この 10または 25ギガビットイーサネット (GE)スイッチトポロジは、ルーム、スイッチ、リ
ンクおよびポートの障害から保護する、フル冗長型のデザインを提供します。各ルームには、

少なくとも 2台の 10 / 25GEスイッチのスイッチスタックが必要です。スイッチスタックが使
用できない場合は、デュアルスタンドアロンスイッチを組み合わせて同様の結果を得ること

ができます。各ルームの2台のスイッチ間、およびルーム間の両方のスイッチスタック間に十
分な帯域幅があることを確認します。

このトポロジでは、各サーバは各ルームのローカルスイッチだけに直接接続されます。クロス

接続トポロジとは異なり、ルーム間のすべてのクラスタストレージと管理トラフィックを伝送
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するためのコンポーネントとして、スイッチ間リンク（ISL）が重要な役割を果たします。ISL
は、最小 10GEで動作し、最大RTT遅延は 1.5msである必要があります。また、リンクが飽和
状態にならないように、ポートチャネル内の複数のリンクで構成する必要があります。このト

ポロジでは、2つのルーム間でストレージトラフィックが他のすべてのバックグラウンドトラ
フィックとともに混在するため、ストレージデータトラフィックにサービス品質（QoS）を実
装することが不可欠です。HyperFlexストレージの信頼性とパフォーマンスを維持するには、
ストレージトラフィックに何らかの優先度キューイングを実装する必要があります。

10/25ギガビットイーサネットスタックスイッチの物理的なケーブル接続

各ルームには、VLAN機能を備えた管理対象 10GEスイッチのペアが必要です。Ciscoは、
Catalystおよび Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、
提供します。これらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円

滑な展開とシームレスな継続的運用が可能になります。

それぞれのルームには、デュアルまたはスタックスイッチ、および 2つの 10/25GEポート、
CIMC管理用の 1つの 1 GEポート、そしてサーバごとに 1つの Cisco VIC 1457サーバが必要
です。冗長性は、ルームレベルで提供されます。いずれかのルームの損失および小規模な障害

（スイッチ障害、リンク障害、ポート障害など）を許容できます。

10 / 25GEスタックスイッチトポロジの要件

展開を開始する前に、両方のルームで次の要件を満たす必要があります。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2本
のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• Cisco VIC 1457 (各サーバのMLOMスロットに取り付けられている)

•旧世代の Cisco VICハードウェアは、2ノードの HX Edgeクラスタではサポートされてい
ません。

• 4個の 10/25GE ToRスイッチポートおよび 4本の 10/25GE SFP +または SFP28ケーブル
(お客様が提供。選択したケーブルがスイッチモデルと互換性があることを確認します。)

• Cisco VIC 1457は、10GEまたは 25GEのインターフェイス速度をサポートします。

• Cisco VIC 1457は、40GEのインターフェイス速度をサポートしていません。
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25GEを使用する HX Edgeクラスタの要件

25GEモードを使用するには、通常、選択したケーブルのタイプと長さに応じて、前方誤り訂
正 (FEC)を使用する必要があります。デフォルトでは、VIC 1400シリーズは CL91 FECモード
で設定されます (Cisco IMC UIで使用可能な場合、FECモード「auto」は CL91と同じです)。
自動 FECネゴシエーションはサポートされません。特定のスイッチでリンクステートをアッ
プにするには、この FECモードに合わせて手動で設定する必要があります。リンクをアップ
にするには、スイッチと VICポートの両方で FECモードが一致している必要があります。使
用中のスイッチがCL91をサポートしていない場合、スイッチで使用可能なFECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用するように設定できます。これには、[VIC設定 (VIC
configuration)]タブの [CIMC UI]で、手動で FECモードを変更する必要があります。HyperFlex
Edgeの展開は、スイッチと VICポートからリンクステートがアップになったと報告されるま
で、開始しないでください。CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも呼ばれ、CL91は RS-FEC
(リードソロモン)とも呼ばれています。Cisco IMC GUIを使用してVICで設定されている FEC
モードを変更する方法については、Cisco UCS Cシリーズ統合管理コントローラ、リリース 4.1
GUIコンフィギュレーションガイドを参照してください。

（注）

ルーム単位トポロジでの 10/25GEスタックスイッチの物理ネットワークとケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

デュアルまたはスタックスイッチを使用して展開するには (ビジュアルレイアウトについて
は、次の図を参照してください)。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

•各サーバの Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 1つを、同じルームの同一の ToRス
イッチに接続します。

•同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

同じVICポート番号を使用しない場合、サーバ間のトラフィック
に対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に帯
域幅が消費されます。

（注）

•各サーバの Cisco VICの 2番目の 10/25GEポートを、同じルームの ToRスイッチに接続し
ます。同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。
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•各スイッチに、Intersightまたはローカル監視サーバへの独立したネットワークパスがある
ことを確認します。

2ノード 2ルームデュアル/スタックスイッチ

ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットシングルスイッチ

ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットシングルスイッチ

この 10または 25ギガビットイーサネット (GE)スイッチトポロジは、ルーム、スイッチ、リ
ンクおよびポートの障害から保護する、フル冗長型のデザインを提供します。各ルームに1つ
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の 10/25GEスイッチが必要です。ルームを結ぶ 2台のスイッチ間に十分な帯域幅があることを
確認します。

このトポロジでは、各サーバは各ルームのローカルスイッチに直接接続されます。クロス接続

トポロジとは異なり、ルーム間のすべてのクラスタストレージと管理トラフィックを伝送する

ためのコンポーネントとして、スイッチ間リンク（ISL）が重要な役割を果たします。ISLは、
最小 10GEで動作し、最大RTT遅延は 1.5msである必要があります。また、リンクが飽和状態
にならないように、ポートチャネル内の複数のリンクで構成する必要があります。このトポロ

ジでは、2つのルーム間でストレージトラフィックが他のすべてのバックグラウンドトラフィッ
クとともに混在するため、ストレージデータトラフィックにサービス品質（QoS）を実装する
ことが不可欠です。HyperFlexストレージの信頼性とパフォーマンスを維持するには、ストレー
ジトラフィックに何らかの優先度キューイングを実装する必要があります。

10/25ギガビットイーサネットシングルスイッチの物理的なケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

ルームごとに1つのスイッチを試用して展開する場合（レイアウトについては、次の図を参照
してください）。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバの 1GE管理ポート（サーバの背面に
ある「M」というラベルが付いた）をローカルスイッチに接続します。

•各サーバの Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 1つを、同じルームの同一の ToRス
イッチに接続します。

•各サーバの Cisco VICの 2番目の 10/25GEポートを、同じルームの ToRスイッチに接続し
ます。

•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。

•各スイッチに、Intersightまたはローカル監視サーバへの独立したネットワークパスがある
ことを確認します。

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト
10

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト

10/25ギガビットイーサネットシングルスイッチの物理的なケーブル接続



2ノード 2ルームシングルスイッチ

ルーム単位トポロジでの 10/25GEシングルスイッチの物理ネットワークとケーブル接続

それぞれのルームには、VLAN機能を備えたマネージド10GEスイッチが必要です。Ciscoは、
Catalystおよび Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、
提供します。これらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円

滑な展開とシームレスな継続的運用が可能になります。

それぞれのルームには、1つの 10/25GEスイッチと、2つの 10/25GEポート、CIMC管理用の
1つの 1 GEポート、サーバごとに 1つの Cisco VIC 1457サーバが必要です。冗長性は、ルー
ムレベルで提供されます。いずれかのルームの損失および小規模な障害（スイッチ障害、リン

ク障害、ポート障害など）を許容できます。

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト
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10/25GEシングルスイッチトポロジの要件

展開を開始する前に、両方のルームで次の要件を満たす必要があります。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2本
のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• Cisco VIC 1457 (各サーバのMLOMスロットに取り付けられている)

•旧世代の Cisco VICハードウェアは、2ノードの HX Edgeクラスタではサポートされてい
ません。

• 4個の 10/25GE ToRスイッチポートおよび 4本の 10/25GE SFP +または SFP28ケーブル
(お客様が提供。選択したケーブルがスイッチモデルと互換性があることを確認します。)

• Cisco VIC 1457は、10GEまたは 25GEのインターフェイス速度をサポートします。

• Cisco VIC 1457は、40GEのインターフェイス速度をサポートしていません。

25GEを使用する HX Edgeクラスタの要件

25GEモードを使用するには、通常、選択したケーブルのタイプと長さに応じて、前方誤り訂
正 (FEC)を使用する必要があります。デフォルトでは、VIC 1400シリーズは CL91 FECモード
で設定されます (Cisco IMC UIで使用可能な場合、FECモード「auto」は CL91と同じです)。
自動 FECネゴシエーションはサポートされません。特定のスイッチでリンクステートをアッ
プにするには、この FECモードに合わせて手動で設定する必要があります。リンクをアップ
にするには、スイッチと VICポートの両方で FECモードが一致している必要があります。使
用中のスイッチがCL91をサポートしていない場合、スイッチで使用可能なFECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用するように設定できます。これには、[VIC設定 (VIC
configuration)]タブの [CIMC UI]で、手動で FECモードを変更する必要があります。HyperFlex
Edgeの展開は、スイッチと VICポートからリンクステートがアップになったと報告されるま
で、開始しないでください。CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも呼ばれ、CL91は RS-FEC
(リードソロモン)とも呼ばれています。Cisco IMC GUIを使用してVICで設定されている FEC
モードを変更する方法については、Cisco UCS Cシリーズ統合管理コントローラ、リリース 4.1
GUIコンフィギュレーションガイドを参照してください。

（注）

すべての 2ノード 2ルームトポロジの Cisco IMC接続
2ノード 10/25ギガビットイーサネット (GE)トポロジに、次の Cisco IMC接続オプションのい
ずれかを選択します。

•専用の 1GE Cisco IMC管理ポートを使用することが推奨されます。このオプションには追
加のポートとケーブルが必要ですが、ネットワークの競合を防ぎ、各物理サーバへのアウ

トオブバンドアクセスを常にオンにすることができます。

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト
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•共有 LOM拡張モード (EXT)の使用。このモードでは、シングルワイヤ管理が使用され、
Cisco IMCトラフィックが 10/25GE VIC接続に多重化されます。このモードで操作する場
合、トラフィックの複数のストリームが同じ物理リンク上で共有され、妨害のない到達可

能性は保証されません。この展開オプションは推奨されません。

•ファブリックインターコネクトベース環境では、シングルワイヤ管理を使用する場合、
内蔵 QpSにより Cisco IMCおよびサーバ管理への妨害のないアクセスが保証されます。
HyperFlex Edge環境では、QoSが適用されないため、専用管理ポートの使用が推奨されま
す。

• Cisco IMCに IPv4管理アドレスを割り当てます。詳細については、対応する Cisco UCS C
シリーズサーバのServer Installation and Service Guideの手順を参照してください。HyperFlex
は IPv6アドレスをサポートしていません。

10/25GE VICベースのスイッチ構成の注意事項

最低でも 3つの VLANが必要です。

•次の条件で 1 VLAN: VMware ESXi管理、ストレージコントローラ VM管理および Cisco
IMC管理。

• VMware ESXi管理およびストレージコントローラ VM管理は、同じサブネットおよ
び VLANに存在する必要があります

•専用Cisco IMC管理ポートは、上記の管理インターフェイスと同じVLANを共有でき
ます。または、オプションで専用サブネットおよび VLANを使用できます。別の
VLANを使用している場合、L3接続が上記の管理VLANに必要です。また、Intersight
接続要件を満たす必要があります。

• Cisco IMC管理の共有 LOM拡張モードを使用する場合は、専用の VLANが推奨され
ます。

• Cisco HyperFlexのストレージトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティ
ングされていない VLANである必要があります。固有である必要があり、管理 VLANと
重複することはできません。

• vMotionトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティングされていない
VLANにすることができます。

これらのVLANの必要性を縮小したり、削除したりすることはで
きません。このインストールが試行された場合は失敗します。

（注）

•ゲストVMトラフィックには、追加のVLANが必要です。これらのVLANは、ESXiの追
加ポートグループとして設定され、ToRスイッチでポートに面するすべての接続をトラ
ンクおよび許可する必要があります。
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•これらの追加ゲストVM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維
持を望む環境では、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できま
す。

同じ物理ポートから複数の vNICを分割するCisco VICの性質によ
り、vswitch-hx-vm-networkで構成されたゲスト VMトラフィック
が、同じホストで実行されているインターフェイスまたはサービ

スと L2を通信することはできません。 a）別の VLANを使用し
てL3ルーティングを実行するか、b）管理インターフェイスへの
アクセスが必要なゲストVMを vswitch-hx-inband-mgmt vSwitchに
配置することをお勧めします。一般に、vm-network vSwitchを除
き、ゲスト VMを HyperFlexで設定された vSwitchesのいずれに
も配置しないでください。使用例としては、いずれかのノードで

vCenterを実行する必要があり、実行している ESXiホストを管理
するための接続が必要な場合などがあります。この場合は、上記

の推奨事項のいずれかを使用して、接続が中断されないようにし

ます。

（注）

• Cisco VICに接続されているスイッチポートは、パスが許可された適切な VLANを使用し
て、トランクモードで設定する必要があります。

•専用Cisco IMC管理ポートに接続されているスイッチポートは、適切なVLANで「アクセ
スモード」で設定する必要があります。

•すべてのクラスタトラフィックは、10/25GEトポロジ内の ToRスイッチを通過します。

•スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポート
で有効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断さ
れ、物理リンク障害時に必要なネットワークの再コンバージェン

スよりも長く時間がかかります。

（注）

その他の考慮事項

•必要に応じて、HX Edgeノードにサードパーティ製のNICカードをさらにインストールで
きます。ネットワークガイドへのリンクについては、第 1章の項を参照してください。

• VIC以外のすべてのインターフェイスは、インストールが完了するまでシャットダウンす
るか、ケーブルを切断している必要があります。

• MLOMスロットでは、HX Edgeノードごとに 1つの VICのみがサポートされます。PCIe
ベース VICアダプタは、HX Edgeノードではサポートされていません。

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト
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2ノード 10/25GE VICベーストポロジの仮想ネットワーク設計

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

仮想スイッチ

vSwitchが 4つ必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理ネットワー
ク

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HXストレージコ
ントローラデータネットワーク

• vmotion—vMotionインターフェイス（vmk2）

• vswitch-hx-vm-network：VMゲストポートグループ

ネットワークトポロジ（Network Topology）
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フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、インバン
ド管理およびvmotionvSwitchesとしての逆のフェールオーバー順序を使用して、トラフィッ
クの負荷分散を行います。

• vmotion：vMotion VMKernelポート（vmk2）は post_installスクリプトの使用時に設定され
ます。フェールオーバーの順序は、アクティブ/スタンバイに設定されます。

• vswitch-hx-vm-network：vSwitchがアクティブ/アクティブに設定されます。必要に応じ
て、個々のポートグループを上書きできます。

Quality of Service（QoS）
この章に記載されているすべてのトポロジでは、少なくとも HyperFlexストレージデータト
ラフィックにQoSを実装することを強く推奨します。これらの 2ノード 2ルーム構成は、2つ
の HyperFlexノード間でストレージトラフィックを伝送するためにサイト間リンク（ISL）に
大きく依存していますが、このリンクは他のバックグラウンドトラフィックによって飽和状態

になる可能性があります。次のことを推奨します。

• ISLに十分な帯域幅とリンク冗長性を確保します。ポートチャネルで複数の高帯域幅リン
クを使用すれば、ルーム間のすべてのタイプのトラフィックに十分なキャパシティを確保

できるため、QoSの必要性を軽減できます。速度のミスマッチによってネットワークのボ
トルネックが発生する可能性があるため、エンドツーエンドのストレージパスでのリンク

速度のミスマッチを回避します。

• IPアドレスに基づいてスイッチへの着信トラフィックを分類します。HyperFlex Edgeはト
ラフィックの事前マーキングを行わないので、トラフィックの分類はスイッチの役割で

す。この分類には、HyperFlex Data Platformストレージネットワークの IPアドレスを使用
します。通常、これらの IPアドレスは 169.254.xxの範囲に / 24ネットワークとして存在
します。適切な範囲を見つけるには、vCenterでコントローラ VMの設定を調べるか、コ
ントローラ VMで ifconfigコマンドを実行し、eth1インターフェイスで使用されているサ
ブネットを確認します。

• / 24サブネット全体をマッチさせることをお勧めします。これにより、より多くのノード
でクラスタが拡張されても、すべてのストレージトラフィックが適切に分類され続けるよ

うになります。

•環境のニーズに応じてストレージトラフィックをマークします。Catalyst 9000の設定例で
は、DSCP EFが使用されます。エンドツーエンドQoSは、DSCPヘッダー値のみを使用し
て実現されます。

•スイッチプラットフォームの機能に基づくキューを設定します。Catalyst 9000の例では、
プライオリティキューの1つを使用して、サイト間リンク全体でHXストレージトラフィッ
ク（EFとマーク）を優先します。HyperFlexストレージトラフィックは、低遅延で高帯域

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト
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幅の高優先度キューで最高のパフォーマンスを発揮します。キューの割り当て済みバッ

ファを増やすと、リンクの伝送遅延がある場合のパケット損失を減らすのにも役立ちま

す。

•入力インターフェイス（マーキング用）と出力インターフェイス（キューイング用）に
QoS設定を適用します。

•管理トラフィック、vMotion、およびアプリケーショントラフィックに必要な追加の QoS
設定を適用します。次の順序でトラフィックに優先順位を付けることをお勧めします。

1. 管理：DSCP CS6

2. VMまたはアプリケーショントラフィック：DSCP CS4

3. vMotion – DSCP CS0

上記のDSCP値を推奨します。ただし、環境のニーズを満たすために必要に応じて任意の
値を使用できます。トラフィックのタイプごとに、IP範囲に基づいてマーキング用のACL
を作成します。それからの ACLとマッチするクラスマップを作成します。既存のマーキ
ングポリシークラスに追加し、設定アクションを指定します。最後に、DSCPマーキング
とマッチし、必要な帯域幅を指定するトラフィックタイプごとの専用クラスで出力キュー

イングポリシーを更新します。

10GBASE-T銅線サポート
HX Edgeは、10G銅線（RJ45）ポートを備えたスイッチで使用する Cisco銅線 10Gトランシー
バ（SFP-10G-TX）の使用をサポートしています。この章に記載されているすべての10GEトポ
ロジで、サポートされている Twinax、光ファイバ、または 10G銅線トランシーバを使用でき
ます。サポートされている光ファイバとケーブルの詳細については、Cisco UCS Virtual Interface
Card 1400/14000 Series Data Sheetを参照してください。

制限

HyperFlex Edgeで SFP-10G-TXトランシーバを使用する場合は、次の制限が適用されます。

• Cisco IMCファームウェアバージョン 4.1(3d)および HyperFlex Data Platformバージョン
4.5(2a)以上。

• VICごとに最大 2つの SFP-10G-TXを使用できます。追加の 2つのポートは使用しないで
ください。

•サーバは、Cisco Cardまたは共有 LOM拡張 NICモードを使用しないでください。専用ま
たは共有 LOM NICモードのみを使用してください。

ネットワークの共通要件チェックリスト

インストールを開始する前に、お使いの環境が次の特定のソフトウェアおよびハードウェア要

件を満たしていることを確認します。
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VLANの要件

予約済み VLAN ID：指定する VLAN IDは、HyperFlexノードが接続されている Top of Rack
（ToR）スイッチでサポートされている必要があります。たとえば、VLAN ID 3968〜4095は
Nexusスイッチによって予約され、VLAN ID 1002〜1005はCatalystスイッチによって予約され
ています。HyperFlexで使用する VLAN IDを決定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで
使用可能であることを確認してください。

重要

説明VLAN IDネットワーク

次の各ネットワークに個別のサブネットと VLANを使用します。

ESXi、HyperFlex、およびVMware
vCenter間の管理トラフィック用に
使用され、ルーティング可能であ

る必要があります。

この VLANは、
Intersightにアクセスで
きる必要があります (2
ノードの展開には、

Intersightが必要で
す)。

（注）

VMware ESXiおよび Cisco
HyperFlex管理用 VLAN

管理 VLANと同じまたは異なる
VLANを指定できます。

この VLANは、
Intersightにアクセスで
きる必要があります (2
ノードの展開には、

Intersightが必要で
す)。

（注）

CIMC VLAN

rawストレージトラフィック用に
使用されます。L2接続のみを必要
とします。

HyperFlexストレージトラフィッ
ク用 VLAN

vMotion VLANに使用されます。VLAN for VMware vMotion

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト
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説明VLAN IDネットワーク

VM/アプリケーションネットワー
クに使用されます。

ESXiの異なる VM
ポートグループでバッ

クアップされた複数の

VLANを指定できま
す。

（注）

VMネットワーク用の VLAN

サポートされている vCenterトポロジ

次の表を使用して、vCenterのサポートされているトポロジを決定します。

推奨説明トポロジ

強く推奨外部サーバで実行され、サイ

トに対してローカル扱いとな

る仮想または物理vCenter。こ
のサーバには、管理ラックマ

ウントサーバを使用できま

す。

シングル vCenter

強く推奨WAN全体の複数のサイトを管
理する vCenter。

一元化された vCenter

HyperFlex Edgeクラスタのイ
ンストールは、vCenterがなく
ても先に実行できます。ま

た、外部vCenterを使用して展
開し、クラスタに移行するこ

ともできます。いずれの場合

も、実稼働ワークロードを実

行する前に、クラスタを

vCenterサーバに登録する必要
があります。

最新情報については、『HX
Data Platformへの vCenter導入
方法』テクニカルノートを参

照してください。

展開予定のクラスタ内で実行

される vCenter。
ネストされた vCenter

顧客導入情報

一般的な 2ノードの HyperFlex Edgeの導入の場合、9個の IPアドレスが必要です -管理ネット
ワーク用の 7個の IPアドレスと vMotionネットワーク用の 3個の IPアドレスです。

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト
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すべての IPアドレスは IPv4である必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートし
ていません。

重要

CIMC管理 IPアドレス

CIMC管理 IPアドレスサーバ

サーバ 1：

サーバ 2：

サブネットマスク

ゲートウェイ

DNSサーバ

NTPサーバ

適切な Intersight接続を確保するた
めには、CIMCにNTPを設定する
必要があります。

（注）

ネットワークの IPアドレス

デフォルトでは、HXインストーラにより、ハイパーバイザデータネットワークとストレージ
コントローラデータネットワークに、169.254.X.Xの /24ネットワークとしての範囲内にある
IPアドレスが自動的に割り当てられます。この IPサブネットをユーザーが設定することはで
きません。

（注）

スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポートで有
効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断され、物理リンク障害時に必要な
ネットワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

（注）

管理ネットワークの IPアドレス

（ルーティング可能であること）

ストレージコントローラの管理ネットワー

ク

ハイパーバイザ管理ネットワーク
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管理ネットワークの IPアドレス

（ルーティング可能であること）

サーバ 1：サーバ 1：

サーバ 2：サーバ 2：

クラスタ IP:ストレージクラスタ管理 IPアドレス

サブネットマスク

デフォルトゲートウェイ

VMware vMotionネットワーク IPアドレス

vMotionサービスの場合、固有のVMKernelポートを設定します。必要であれば、vMotionの管
理 VLANを使用している場合は vmk0を再使用することもできます（非推奨）。

vMotionネットワークの IPアドレス（post_installスクリプトを使用して設
定されている）

サーバ

サーバ 1：

サーバ 2：

サブネットマス

ク

ゲートウェイ

VMware vCenterの構成

HyperFlexは標準ポートを介して vCenterと通信します。ポート 80はリバース HTTPプロキシ
で使用されますが、TACのサポートを受けて変更できます。ポート 443は vCenter SDKへのセ
キュア通信に使用され、変更することはできません。

（注）

vCenter管理ユーザ名

username@domain

vCenter管理パスワード
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vCenterデータセンターの名前

既存のデータセンター

オブジェクトを使用で

きます。データセン

ターが vCenterに存在
しない場合は、作成さ

れます。

（注）

VMware vSphereコンピューティン
グクラスタおよびストレージクラ

スタの名前

vCenterに表示されるク
ラスタ名。

（注）

ポート要件

Intersightの接続性に記載されている前提条件に加えて、次のポート要件も満たしていること
を確認します。

重要

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合は、標準のポート要件に加え、VMwareに
は VMware ESXiおよび VMware vCenterに対するポートが推奨されます。

• CIP-Mは、クラスタ管理 IPに使用します。

• SCVMは、コントローラ VMの管理 IPです。

• ESXiは、ハイパーバイザの管理 IPです。

HyperFlexソリューションのコンポーネント通信に必要なポートの包括的なリストは、HX Data
Platform Security Hardening Guideの付録 Aに記載されています。

標準設定がなく、異なるポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、表 C-5
ポートのリテラル値を参照してください。

ヒント

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト
22

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト

ネットワークの共通要件チェックリスト

b-hx-edge-deployment-guide-5-0_chapter3.pdf#nameddest=unique_19
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ネットワークサービス

• DNSサーバとNTPサーバは、HXストレージクラスタの外側に配置する必要があります。

•現時点では、信頼性の高いソースを提供するには、内部でホストされている NTPサーバ
を使用してください。

•すべての DNSサーバは、展開を開始する前に、ESXiの各ホストについて順方向 (A)およ
び逆方向 (PTR)の DNSレコードを事前設定しておく必要があります。DNSを前もって正
しく設定しておけば、ESXiホストを、IPアドレスではなく FQDNで vCenterに追加でき
ます。

この手順をスキップした場合には、ホストは IPアドレスで vCenterインベントリに追加さ
れ、ユーザは「vCenterクラスタのノードの識別方法を IPから FQDNに変更する」で説明
されている手続きに従って、FQDNに変換することが必要になります。

（注）

DNSサーバ

<Primary DNS Server IP address,
Secondary DNS Server IP address,
…>

NTPサーバ

<Primary NTP Server IP address,
Secondary NTP Server IP address,
…>

タイムゾーン

例：US/Eastern、US/Pacific

コネクテッドサービス

コネクテッドサービスの有効化

（推奨）

[はい（Yes）]または [いいえ

（No）]が必要

サービス要求通知用の電子メー

ル

例：name@company.com

Proxy Server

• Intersightへの直接接続が使用できない場合、プロキシサーバの使用は任意です。
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•プロキシを使用する場合は、サーバを Intersightアカウントに要求するためにプロキシを
使用するように、各サーバのデバイスコネクタを設定する必要があります。さらに、

HyperFlex Data Platformを正常にダウンロードできるようにするには、HXクラスタプロ
ファイルでプロキシ情報を指定する必要があります。

•ユーザー名/パスワードの使用はオプションです。

プロキシが必要です:イエスま
たはノー

Proxy Host

プロキシポート（Proxy Port）

Username

パスワード

ゲスト VMトラフィック
ゲストVMトラフィックに関する考慮事項は、トポロジの選択に基づいて上記に示されます。
通常、正しい vSwitchに適用される限り、必要に応じてゲストポートグループを作成できま
す。

• 10/25GEトポロジ: vswitch-hx-vm-networkを使用して、新しいVMポートグループを作成
します。

Post_installスクリプトを実行して、クラスタ内のすべてのホスト上で正しい vSwitchesに自動
的に VLANを追加することを推奨します。後ほど、任意の時点で新しいゲスト VLANをクラ
スタに追加するには、hx_post_install --vla (スペースの後には 2つのダッシュ)を実行します。

残りの vmnicまたはサードパーティ製のネットワークアダプタを使用する追加の vSwitchesが
作成される場合があります。HyperFlexによって定義されたvSwitchesに変更が加えられないよ
うに注意する必要があります。

ユーザーが作成した追加のvSwitchesは、管理者単独で責任を有し、HyperFlexによって管理さ
れません。

（注）

Intersightの接続性
Intersightの接続性に関する次の前提条件を考慮してください。

• HXサーバのセットに HXクラスタをインストールする前に、対応する Cisco IMCインス
タンスのデバイスコネクタがCisco Intersightに接続するように適切に設定され、登録され
ていることを確認します。
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•インストールフェーズ中のポート 80、443、および 8089を介したCIMCと vCenter間の通
信。

•すべてのデバイスコネクタは、svc.intersight.comを適切に解決でき、かつポート 443のア
ウトバウンドで開始されるHTTPS接続を許可する必要があります。現在のHXインストー
ラバージョンでは、HTTPプロキシの使用がサポートされています。

•すべてのコントローラの VM管理インターフェイスは、svc.intersight.comを適切に解決で
き、ポート 443のアウトバウンドで開始される HTTPS接続を許可する必要があります。
現在の HXインストーラバージョンは、インターネットへの直接接続がない場合、HTTP
プロキシの使用をサポートしています。

• IP接続 (L2または L3)は、各サーバの CIMC管理 IPから次のすべてに必要です。ESXi管
理インターフェイス、HyperFlexコントローラ VM管理インターフェイス、vCenterサー
バ。このパスのファイアウォールは、『Hyperflex Hardeningガイド』で説明されている必
要なポートを許可するように設定する必要があります。

• HXDPリリース 3.5(2a)以降、Intersightインストーラでは、HyperFlexサーバ上に工場出荷
時にインストールされるコントローラ VMが不要になりました。

同じサーバにHyperFlexを再展開する場合、新しいコントローラVMを Intersightからすべ
ての ESXiホストにダウンロードする必要があります。これには、各 ESXiホストが
svc.intersight.comを解決し、ポート 443上の発信側で開始したHTTPS接続を許可すること
が必要です。コントローラVMのダウンロードにプロキシサーバを使用することはサポー
トされており、必要に応じて HyperFlexクラスタプロファイルで設定できます。

•クラスタの展開後、継続的な管理のために Intersight内で新しいHXクラスタが自動的に登
録されます。

Cisco HyperFlex Edge非表示クラウド監視
Cisco Hyperflex Edge非表示クラウド監視は、監視VMまたは調停ソフトウェアの必要性を排除
する、Cisco Hyperflex Edgeの導入における革新的なテクノロジーです。

Cisco Hyperflex Edge非表示クラウド監視は、2ノード HX Edge展開にのみ必要です。監視に
は、追加のインフラストラクチャ、セットアップ、設定、バックアップ、パッチ、または管理

は必要ありません。この機能は、2ノード HyperFlex Edgeのインストールの一部として自動的
に設定されます。リモートサイトでのアウトバウンドアクセスは、相互に接続するために存

在している必要があります (Intersight.comまたは Intersight仮想アプライアンス)。HyperFlex
Edge 2ノードクラスタは、この接続が確立されていないと動作しません。

非表示クラウド監視機能の利点、運用、および障害のシナリオの詳細については、次を参照し

てください。https://www.cisco.com/c/dam/en/us/products/collateral/hyperconverged-infrastructure/
hyperflex-hx-series/whitepaper-c11-741999.pdf
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Cisco HyperFlex Edgeサーバーの注文
Cisco HyperFlex Edgeサーバを注文する場合は、HyperFlex Edge仕様シートの説明に従って、正
しいコンポーネントを選択してください。ネットワークトポロジの選択に注意して、目的の設

定と一致することを確認します。ネットワークトポロジの PID選択の詳細については、仕様
シートの補足資料セクションを参照してください。
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